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賢
一
①
一
戸
籍
謄
、
抄
本
記
教
事
項
一
転
籍
、
受
験
な
ど
の
定
つ
一

証

明

(

一

通

四

十

円

)

一

か

わ

れ

ま

す

。

)

一

(
入
学
、
就
職
、
椿
姻
居
、
一
①
住
民
票
謄
、
抄
本
(
一
通
一

一 一一市対一一

町一一r 

場?党町

むまトカ宝?主辛践

五
十
円
)
(
戸
籍
謄
、
抄
本

に
か
わ
る
も
の
で
自
動
車
の

免
許
登
記
の
手
続
ま
の
と
き

娠

(毎月l回発>r)

き

人け
工佐
中山

絶

安
全
な
正
し
い

家
族
計
画

家
族
計
商
の
大
切
た
こ
と
は

最
近
、
一
般
に
よ
く
理
解
さ
れ

て
含
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
人

工
妊
娠
中
絶
は
、
き
わ
め
て
多

い
現
状
で
す
。

的
に
行
う
た
め
、
会
年
度
か
ら

直
接
、
町
が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

当
町
で
は
、
本
年
度
約
五
百

五
十
名
を
対
象
と
し
て
、
次
の

要
領
で
実
施
す
る
計
画
で
す
む

母
性
を
保
護
し
、
家
庭
生
活

の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、

一
家
族
計
画
普
及
運
動
を
さ
ら
に

〉
一
お
し
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で

↑
一
す
。
現
在
ま
で
こ
の
事
業
は
県

が
保
健
所
を
中
心
と
し
て
指
導

し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
効
果

昭和38年8月20日

一
、
方
針

受
胎
調
節
を
希
望
し
な
が

ら
経
済
的
な
理
由
で
必
要
な

器
具
、
薬
品
の
購
入
が
で
き

ず
、
実
行
で
き
な
い
で
い
る

人
に
対
し
、
受
胎
調
節
の
方

法
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と

技
術
を
指
導
す
る
と
と
も
に

そ
の
実
行
に
必
要
な
器
具
、

薬
品
を
提
供
し
、
そ
の
普
及

を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
二
、
指
導
の
対
象
者

ィ
、
生
活
保
護
法
の
該
当
者

口
、
紅
旗
中
毒
症
の
既
往
歴

一
を
有
す
る
方

ハ
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
一
付
つ

た
直
後
の
方

で
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

方

一
二
、
実
地
指
導
員

大

字
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浜

沖
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晴
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M
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喜
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岸本印刷所

七月の人口動態

男 8.61 2 
女 9.40 4 
計 18.016

世帯数 4.1 7 7 
(末日現在)

死亡 8 
離婚 。

印刷所

一
こ
と
の
証
明
で
す
。
)

一
①
印
鑑
証
明
(
一
通
五
十
円

一

)一
(
不
動
産
所
有
権
移
転
登
記

一
身
元
保
証
金
銭
の
貸
借
な

ど
に
つ
か
わ
れ
ま
す
。

①
母
子
手
恨
の
交
付
(
無
料
)

①
転
出
証
明
(
一
通
五
十
円
)

①
未
転
入
証
明
(
一
通
五
十
円

)
 

に
必
要
で
す
。
)

①
往
民
票
記
載
事
項
証
明
(
①
諸
証
明
(
一
通
五
十
円
)

一

週

五

十

円

)

(

納

税

証

明

、

扶

養

証

明

、

(
住
民
票
謄
、
抄
本
の
略
式
所
得
証
明
な
ど
)

の
も
の
で
住
居
を
証
明
す
る
①
・
ハ
イ
ク
の
標
識
交
付
(
新

こ
と
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
)
規
の
場
合
)

①
身
分
、
(
身
元
)
証
明
(
(
五
十
∞
ま
で
税
額
五
百
円

一
件
七
十
円
)
ミ
九
十
日
出
ま
で
八
百
円
。
百
二

(
入
学
、
就
職
な
ど
に
つ
泊

わ

れ

ま

す

。

)

十

五

∞

ま

で

ヱ

向

。

)

①
不
在
籍
証
明
二
通
五
十
(
四
月
一
日
現
在
で
す
か
ら

円

)

そ

の

後

の

交

付

は

、

月

割

課

(
本
籍
が
当
町
内
に
な
い
税
で
す
。
)

心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

心主
配別
判軽

とに

竹本日
モ談
づ所
ぞへ

人
生
に
は
、
社
会
的
な
こ
と

や
家
庭
的
な
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
と
心
配
す
る
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
は
知
ら
れ
た

く
な
い
」
と
い
っ
た
気
持
か
ら

一
人
で
、
く
よ
く
よ
悩
ん
で
い

る
方
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
患
い

ま
す
。

相
談
所
は
、
み
な
さ
ん
の
本

当
の
相
談
相
手
に
な
り
、
ど
ん

な
事
で
も
解
決
で
き
る
よ
う
誠

意
を
も
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す

秘
密
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
ず

か
ら
他
人
に
も
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
何
で
も
結
構
で
す

気
軽
に
相
談
に
ぎ
て
下
さ
い
。

心
配
ご
と
は
、
人
生
に
お
け

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
心
配

ご
と
を
少
し
で
も
少
な
く
し
て

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
美
し
く

な
ご
や
か
な
も
の
に
す
る
た
め

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
を
設
け

毎
月
十
日
と
一
一
十
日
の
両
日
消

防
舘
で
、
民
生
一
零
ロ
貝
と
吉
田
弁

護
士
(
毎
月
十
日
)
の
担
当
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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下
須
市
、
柴
田
静
子
一
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
か

グ
豊
茂
橋
本
ア
サ
子
一
ら
な
い
こ
と
は
、
え
ん
り
よ
な

M

白
滝
沢
田
桔
梗
一
く
役
場
保
健
係
ま
た
は
、
直
接

健
全
な
家
族
計
画
の
実
践
は
一
実
地
指
導
員
に
お
た
ず
ね
下
さ

幸
福
へ
の
近
道
で
す
。
進
ん
で
一
い
。

研
究
し
実
行
し
て
下
さ
い
。
一

る
大
き
な
心
の
病
気
で
す
か
ら

一
日
も
早
く
解
決
し
て
、
明
る

い
気
持
で
楽
し
い
生
活
が
出
来

る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

お
と
ぎ
の
国
の
よ
う
な

昭
和
三
十
八
年
長
浜
町
議
会

第
五
回
臨
時
会
は
、
去
る
七
月

三
十
一
日
、
午
前
九
時
三
十
八
す

か
ら
役
場
会
議
室
で
閃
か
れ
、

昭
和
三
十
八
年
度
長
浜
町
一
般

会
計
才
入
才
出
追
加
更
正
予
算

他
四
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
通
り
可
決
決
定
、
午
後

二
時
四
十
分
に
閉
会
し
ま
し
た

な
お
、
議
案
の
う
ち
、
主
な

事
件
は
、
次
の
通
り
勺
す
。

一
、
青
島
小
学
校
改
築
の
件
(

工
事
費
二
二
、
七
八
六
、
五

O
O円
)

て
大
和
第
一
中
学
校
特
別
教

室
増
築
の
件
(
工
事
費
一
、

一
六
五
、
ニ

O
O円
)

て
た
こ
増
殖
事
業
の
件
(
工

事
費
四
一
一
一

O
、

0
0
0円
)

一
、
養
老
院
増
築
の
件
(
工
事

夏
は
、
県
下
各
地
区
の
小
、
一
費
四
、
五
一
五
、

0
0
0円

中
学
生
や
、
家
族
連
れ
の
観
光
一
)

容
が
絶
え
間
な
く
、
水
族
舘
は
ご
、
且
百
九
茂
へ
き
地
保
育
所
笠
備

大

に

ぎ

わ

い

で

す

。

一

の

件

(

工

事

費

六

0
0、
0

盛
ん
に
メ
モ
す
る
小
、
中
学

-
0
0円
)

生
、
い
ろ
い
ろ
と
魚
の
生
態
や
士
、
教
員
住
宅
建
築
の
件
(
工

水
族
舘
は
、
魚
類
が
毎
日
ど
一
熱
帯
魚
の
飼
い
方
な
ど
に
つ
い
一
事
費
一
五
、

0
0
0、
0
0

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
か
そ
し
一
て
説
引
を
も
と
め
る
婦
人
の
か
一

O
円
)

て
、
ど
ん
な
習
性
を
も
っ
て
い
一
た
が
た
・
:
:
一
て
議
会
推
薦
の
農
美
委
員
は

る
か
な
ど
、
自
由
自
在
に
観
察
一
今
年
の
夏
も
、
長
浜
水
族
舘
一
東
景
、
山
下
清
雄
、
津
田

出
来
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
一
は
大
い
に
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
一
利
広
、
前
野
久
雄
の
四
名
を

一

日

に

数

回

、

主

と

し

て

、

え

一

す

。

一

決

定

、
t
島、i帯、‘告、
i
E・2
弘句、
g
f
K
7
お
守
、
、
ふ
崎
、
?
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・
ー
革
、
、
‘
、
首
長
T
L曹と、武百
ι日町、、、ふ句、
f
ぶ出

F
母、
t
b噌

t
S、A旬
、
な
お
噌
島
守
、

ι時
s
t
考
古

ι問、‘‘、信
F
量、
t
師
、
‘
、
品
時
』
寺
、
も
ふ
Y
E
島
市

aE'

こ
れ
が
、
全
結
核
に
拡
大
適
一
将
来
は
、
国
民
皆
保
険
の
趣
旨

世

帯

主

七

割

給

付

用

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

化

学

一

に

の

っ

と

り

、

一

般

社

会

保

険

十

月

一

自

か

ろ

実

施

療

法

剤

が

追

加

さ

れ

、

化

学

一

の

療

養

給

付

額

に

近

ず

く

べ

く

療
法
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
一
順
次
改
正
さ
れ
て
行
く
も
の
と

た
。
(
ス
ト
マ
イ
の
毎
日
使
一
思
わ
れ
ま
す
。

用
薬
剤
の
使
用
期
間
期
限
の
一
な
お
、
こ
う
し
た
法
の
改
正

緩

和

な

ど

)

一

に

と

も

な

い

、

被

保

険

者

え

の

経
費
が
増
加
し
て
き
ま
す
の
で

こ
れ
か
ら
の
経
費
を
ま
か
な
う

た
め
に
、
次
の
通
り
若
干
の
保

険
税
増
額
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

長
浜
港
か
ら

少
し
西
へ
ょ
っ

た
海
岸
松
放
木

の
中
に
、
ま
る

で
、
止
日
の
お
と

ぎ
話
に
出
て
〈

る
龍
宮
城
を
そ

の
ま
ま
そ
っ
く

り
形
ど
っ
た
よ

う
な
明
る
い
感
じ
の
門
が
あ
り

ま
す
。建

物
全
体
が
、
赤
や
黄
、
緑

な
ど
で
色
ど
ら
れ
見
る
か
ら
に

し
て
、
お
と
ぎ
の
国
へ
来
た
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
が

県
下
唯
一
の
長
浜
水
族
詰
で
す

こ
の
水
族
舘
は
、
肱
川
漁
業

ゃ
、
沿
海
漁
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
目
的
で
、
昭
和
十
年
(
今

か
ら
二
十
八
年
前
)
に
敷
地
九

県下に唯ひとつ

長
浜

百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
資
材
の
一

部
を
町
が
提
供
し
、
建
設
費
一

切
は
愛
媛
県
水
産
業
会
(
当
時

の
会
長
西
村
兵
太
郎
先
生
)
が

負
担
L
て
出
来
上
っ
た
も
の
で

開
舘
し
て
、
十
年
余
り
た
っ

た
昭
和
十
九
生
戦
争
の
為
、
や

む
な
く
閉
舘
え
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
終
戦
と
な
り
、
戦

災
者
ゃ
、
引
揚
者
の
住
宅
に
変

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
道
後
の

動
物
園
と
共
に
、
こ
の
水
旅
舘

閉
鎖
要
望
が
各
地
か
ら
お
と
り

ま
し
た
。
中
で
も
、
小
、
中
学

校
児
童
生
徒
達
の
熱
心
な
声
が

当
局
を
う
ど
か
し
、
昭
和
二
十

八
年
に
再
開
舘
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
々
改
良
と
拡
張

を
行
い
県
下
唯
一
の
水
炭
舘
と

族
舘

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
敷
地
は
、
一
千
一
百

平
方
メ
ー
ト
ル
。
本
舘
の
門
は

竜
宮
城
を
形
ど
り
、
そ
し
て
、

本
舘
に
は
、
水
槽
の
数
一
一
一
十
。

ぴ
、
い
か
、
い
わ
し
、
あ
・
し
、

き
ば
、
そ
し
て
か
に
な
ど
の
え

さ
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
の
実
況
は
、
ま
た
見
も
の
で

す。
ま
た
、
放
魚
池
で
は
、
多
く

の
魚
を
雑
居
さ
せ
て
い
る
為
、

弱
い
小
さ
な
魚
が
、
強
く
て
大

き
な
魚
の
え
じ
品
ぜ
に
な
る
有
様

な
ど
も
観
察
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

口

大
池
二
つ
、
そ
の
中
に
お
よ
い

で
い
る
魚
類
は
美
し
い
模
様
を

し
た
熱
帯
魚
を
始
め
元
気
な
、

ぶ
り
な
ど
約
八
十
種
で
、
毎
日

涼
し
そ
う
に
お
よ
宗
ま
わ
っ
て

い
ま
す
。
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マ・

:
:
:
:
e
・e

・-
E
-
:
・
‘
・
・
:
で
は
そ
れ
ら
の
証
明
の
内
容
と
そ

e
:
:
-
A

マ

-

-

-

:

:

・

の

手

数

料

、

用

途

な

ど

に

つ

い

て

e

ム

V

-

:

・
・
:
・
簡
単
ー
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
:
町

'

A

水族館入

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

国
保
の
保
険
給
付
は
、
年
と

共
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

年
度
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う

な
点
が
、
大
巾
に
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
宝
ん
施

さ
れ
た
事
項

A
V

療
養
給
付
期
日
の
撤
廃

従
来
は
、
診
療
期
聞
が
同
一

の
病
気
に
つ
い
て
は
、
三
年

間
と
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
四
月
一
日
か
ら
完
全
に

病
気
が
な
お
る
ま
で
診
療
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

。
生
活
保
護
者
併
給
の
廃
止

従
来
は
、
生
活
保
護
者
に

な
っ
た
場
合
、
保
護
者
に
な

っ
た
日
か
ら
三
ヶ
月
聞
は
国

保
に
よ
り
受
診
し
て
い
ま
し

た
が
、
四
月
一
日
か
ら
は
、

生
活
保
護
者
に
認
定
さ
れ
る

と
同
時
に
政
府
で
全
額
医
療

費
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
二
、
本
年
五
月
か
ら
実
施
さ
れ

た
事
項

。
結
核
医
療
基
準
の
改
正

従
来
は
、
適
用
疾
病
の
範
囲

が
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

保~国

。
世
帯
主
の
七
割
給
付

現
在
は
、
世
帯
主
、
被
保

険
者
と
も
五
割
給
付
で
す
が

こ
れ
が
世
帯
主
に
つ
い
て
は

十
月
一
白
か
ら
七
割
給
付
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。以
上
が
主
な
改
正
点
で
す
が

一
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
事
項

部

7 追〈
i 加 i
;な予 j
!ど算 7
{可〉

i決;

第
五
団

長
浜
町
臨
時
議
会

の槽水

。
被
保
険
者
世
帯
割
・
..... 

従
来
八
百
八
十
円
が
九
百
円

。
被
保
険
者
平
等
割
・

-

E

・E

・

従
来
の
二
百
七
十
円
が
三
百

円



十句

考

え

ま
し
ょ
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b
v
つ

つ

か

る

農

業

第78号

何
を
選
ぶ
か
基
幹
作
物

'a.' 

五
月
と
六
月
の
広
報
で
、
果

樹
‘
酪
農
、
養
蚕
の
三
つ
の
基

幹
作
物
に
つ
い
て
い
ま
の
最
低

価
格
を
基
準
と
し
て
お
こ
し
た

所
得
の
試
算
を
公
開
し
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
ど
の
作
物
を
選
ぶ

か
に
よ
っ
て
数
年
後
の
農
家
所

得
は
相
当
の
格
差
が
生
じ
る
も

の
と
恩
わ
れ
ま
す
。

す
で
に
農
家
の
み
な
さ
ん
も

い
ろ
/
¥
検
討
さ
れ
て
い
る
事

ぷ
一
と
思
い
ま
す
が
、
要
す
る
に
従

一
来
か
ら
の
作
物
に
固
執
せ
ず
、

，
、
一
立
地
条
件
を
基
礎
と
し
て
行
う

V
一
農
業
構
造
改
善
技
術
部
会
の
助

一
言
や
指
導
を
と
り
入
れ
な
が
ら

5
一
最
も
有
利
と
思
わ
れ
る
作
物
を

一，
r
一
部
落
内
あ
る
い
は
地
域
内
で
、

一
集
団
的
に
選
び
、
出
荷
、
生
産

拡
一
管
理
、
研
究
な
ど
一
連
の
作
業

一
を
共
同
グ
ル
ー
プ
で
行
う
い
わ

正
一
ゆ
る
主
産
地
形
成
を
実
現
す
る

弔
一

ζ

と
が
大
切
な
と
と
で
す
。

一
そ
の
こ
と
が
、
将
来
、
価
格

霞
ニ
ゃ
、
需
給
な
ど
の
調
整
を
行
い

民
一
一
適
正
な
流
通
を
は
か
ろ
う
と
す

一
る
国
の
施
策
に
も
か
な
う
と
と

一
に
な
る
訳
で
す
。

一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
耕
作
の
農
家

一
が
養
蚕
と
酪
農
、
果
樹
を
そ
れ

心
一
ぐ
基
幹
作
物
と
し
て
選
定
し

一
一
た
も
の
と
し
て
各
別
に
、
昭
和

L
一
三
十
七
年
産
の
価
格
に
よ
り
試

肌
一
算
し
て
み
ま
す
と
表
一
の
よ
う

毎
一
に
な
り
ま
す
。

(
一
(
こ
の
表
で
、
酪
農
に
お
け
る

一
自
家
飼
料
は
、
一
一
頭
当
り
必
要

一
耕
地
一
五
ア
ー
ル
を
基
準
と
し

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
六
頭
と
し
ま
し

た
@

昭和38年8月20日
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町
と
し
て
も
、
特
に
こ
の
点

を
心
配
し
て
い
る
訳
で
す
。

将
来
の
価
格
、
需
要
の
見
透

し
に
つ
い
て
は
、
世
界
経
済
の

変
動
に
よ
り
年
々
相
違
が
あ
り

ま
す
が
、
果
樹
、
酪
農
、
養
蚕

の
三
つ
の
作
物
は
、
現
在
で
は

最
も
有
望
と
考
え
ら
れ
る
訳
で

す
。
従
来
か
ら
日
本
人
の
主
食

と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
稲
作

に
つ
い
て
、
六
十
キ
ロ
当
り
生

産
者
価
格
は
、
約
四
千
六
百
円

で
す
か
ら
、
十
ア
ー
ル
'
十
俵
作

り
ま
す
と
、
四
万
六
千
円
が
粗

収
人
と
な
り
、
肥
料
、
農
薬
、

そ
の
他
の
雑
費
が
一
万
六
千
円

か
か
る
と
し
ま
し
で
も
、
三
万

円
の
収
入
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽

培
し
て
三
十
万
円
。
こ
れ
に
若

干
の
う
ら
作
収
入
を
見
込
ん
だ

と
し
て
も
前
三
者
の
所
得
に
は

お
よ
び
ま
せ
ん
ら

従
っ
て
、
農
業
構
造
改
善
は

基
幹
作
自
の
何
を
選
ぶ
か
に
よ

っ
て
、
数
年
後
の
所
得
に
は
大

き
な
開
き
が
出
て
来
一
る
こ
と
が

予
想
せ
ら
れ
ま
す
・

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
立
地

条
件
の
許
す
限
り
最
も
有
望
な

柑
橘
を
と
り
入
れ
る
こ
と
と
し

其
の
他
の
地
区
で
は
、
林
業
と

の
複
合
経
営
を
行
う
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
、
地
域
ご
と
の
所
得

格
差
を
是
正
す
る
手
段
が
是
非

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
(
次

回
は
、
町
内
の
果
樹
、
養
蚕
、

酪
農
経
営
陣
伺
畏
家
の
内
容
の
分

綜
)

①

参

考

農
業
構
造
改
善
事
業
技
術
部

~--~容

豊島

会
一
、
総
務
班

班
長
畑
山
課
長

班
員
久
保
、
西
山
、
河
野
、

渡
辺
、
池
田
、
飯
尾
、
清
水
、

上
甲
、
枯
砲
、
有
友
、
佐
々
木
、

馬
越
、
控
野
、
成
沢
、
森
林
組

合
一
名
、
共
済
組
合
一
名

古
川
計
画
検
討
事
項

①
各
種
調
査
①
資
料
の
検

討
①
基
幹
作
自
の
選
定

@
経
営
計
薗
⑦
資
金
計
画

①
総
合
的
投
資
効
用
⑦
地

域

指

定

⑦

兼

業

経

営

①

労
力
配
分
⑬
作
物
別
作
付

計
画

二
、
道
路
班

班
長
畑
山
課
長

班
員
久
保
、
池
田
、
飯
尾
、

佐
々
木
、
菊
地
、
成
沢
、
小
谷

佐
々
木
、
酒
井

合
計
菌
検
討
事
項

①
既
設
道
路
の
検
討
①
他

事
業
道
路
の
計
画
①
道
路

新
設
改
良
②
優
先
順
位

局
補
助
適
用
方
法
品
川
経
済

効
果

m
設
計
方
法
①
施

行
方
法
⑦
資
金
計
画

一
二
、
施
設
班

構
成
員
道
路
斑
と
同
じ

会
計
画
検
討
事
項

の
協
業
経
営
問
共
同
施
設

①
投
資
効
用
一
④
個
人
施
設

①
開
墾
増
殖
①
経
済
効
果

⑦
設
計
方
法
問
施
行
方
法

①
資
金
計
画

ヘ
と
し
よ
り
の
日
ノ

f
q
月

日

日

¥

一
日
里
孫
(
?
〉

「
き
ょ
う
は
お
と
し
よ

り
と
あ
そ
ん
で

あ
げ
る
の
よ
」警f

国
民
年
金
は
、
国
民
老
後
の

保
証
と
、
不
時
の
病
気
や
災
害

な
ど
で
一
家
の
生
計
の
中
心
者

を
失
っ
た
と
き
の
生
活
を
保
証

す
る
た
め
に
、
で
き
て
い
る
と

と
は
す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

二
十
才
以
上
の
国
民
の
ほ
と

新
農
業
委
員
決
る

公
選
十
人
農
業
団
体
二
人

議
会
選
出
四
人

先
月
十
五
日
行
な
は
れ
た
当
一
ぎ
の
と
お
り
ま
ま
り
ま
し
た
。

町
農
業
委
員
の
選
挙
に
よ
る
委
一
(
。
印
は
会
長
、

O
印
は
副
会

員
と
、
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
一
長
)

農
業
共
済
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
一
【
選
挙
に
よ
る
委
員
】

た
委
員
、
そ
れ
に
学
識
経
験
者
一
大
谷
俊
男
(
黒
田
)

一

亀

井

幸

(

青

島

〉

と
し
て
選
ば
れ
た
委
員
が
、
っ
一

O

渡

壁

保

(

沖

浦

)

白

宝

生

典

隆

(

櫛

生

)

河
澄
万
四
郎
(
出
海
〉

三

宮

正

直

(

穂

積

)

大

本

春

明

(

豊

茂

)

岡

正

成

(

白

滝

)

三

秋

俊

雄

(

柴

)

竹
内
明
登
(
戒
川
)

【
選
任
委
員
】

(
各
種
農
業
団
体
推
薦
委
員
)

岡

田

正

頼

(

櫛

生

)

O

小
西
豊
己
(
車
且
茂
)

(
町
議
会
推
薦
委
員
)

津

田

利

広

へ

今

坊

)

稲

野

久

雄

(

出

海

)

山
下
清
雄
(
上
老
松
)

東

豊

(

白

滝

)

~-' 

。

V
青
少
年
の
非
行
防
止

A

愛
護
班
の
活
動
で

ん
ど
の
方
が
、
と
の
国
民
年
金

か
、
原
生
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
す
が
、
大

勢
の
中
に
は
、
ま
だ
と
う
し
た

制
度
を
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な

い
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。

長
浜
町
で
も
、
こ
う
し
た
、

せ
っ
か
く
の
年
'
笠
制
度
を
十
分

に
理
解
し
な
い
た
め
に
、
満
二

十
才
以
上
に
な
っ
て
い
て
も
ま

だ
ど
の
年
金
に
も
加
入
し
て
い

な
い
方
が
あ
り
ま
す
。

近
く
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

調
査
し
、
も
れ
て
い
る
方
は
一

人
残
ら
ず
年
金
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

こ
の
年
金
は
、
人
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
将

来
の
生
活
を
保
障
し
て
く
れ
る

思
の
制
度
で
す
。
ま
た
法
的
に

も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
も
あ
る
訳
で
す
。

e

ま
だ
、
い
ず
れ
の
年
金
に
も

加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
お
た

が
い
に
進
ん
で
、
こ
の
年
金
に

加
入
し
、
将
来
の
生
活
に
不
安

の
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
年
金
に
つ
い
て
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

具
体
的
な
愛
護
の
活
動
を
盛
ん

に
し
て
、
・
明
る
い
町
.
つ
く
り
を

推
し
進
め
て
ゆ
こ
う
と
い
う
訳

で
す
。ま

だ
、
こ
の
よ
う
な
組
織
の

つ
く
ら
れ
て
い
な
い
地
区
で
は

地
域
の
み
な
さ
ん
の
話
し
あ
い

で
一
日
も
早
く
結
成
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

，s〉・
Bys

、J九
J
R
.
r

，f
，t.
官、，t
J可

畠
田
知
根

。
県
内
の
中
小
企
業
の

み
な
さ
ん
に
特
別
融

資
が
な
さ
れ
ま
す

最
近
一
般
に
金
融
緩
和
措
置

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各

企
業
運
転
資
金
の
需
要
期
を
迎

へ
、
県
で
は
、
次
の
通
り
特
別

融
資
制
度
を
制
定
し
、
県
内
中

小
企
業
の
長
雨
対
策
を
含
め
夏

期
運
転
資
金
の
融
資
の
促
進
を

は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
こ
の
制
度
を
十
分
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

【
対
象
】

県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
商

業
、
工
業
、
鉱
業
、
千
ノ
ー
ビ
ス

業
そ
の
他
の
一
事
業
を
行
う
も
の

で
、
資
本
の
額
ま
た
は
、
出
資

の
総
額
が
千
万
円
以
下
の
会
社

も
し
く
は
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
の
数
が
三
百
人
(
鉱
業
は

千
人
、
商
業
、

J
f
ノ
ー
ビ
ス
業
者

に
つ
い
て
は
、
三

O
人
)
以
下

の
会
社
お
よ
び
個
人
。

門
条
件
】

て
資
金
の
使
途

長
雨
に
よ
る
被
害
の
た
め
に

必
要
な
資
金
、
そ
の
他
夏
期

に
要
す
る
運
転
資
金
と
す
る

二
、
貸
付
限
度

貸
付
最
高
限
度
は
五
十
万
円

た
だ
し
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
百
五
十
万
円
ま

で。

一
ニ
、
貸
付
期
間

指
定
金
蚕
機
関
の
定
め
る
期

間
で
、
最
終
弁
済
期
日
は
、

昭
和
三
十
八
年
十
月
三
十
一

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
最
近
、
特
に
社
会
的
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
非

行
少
年
の
犯
罪
防
止
策
に
つ
い

て
、
た
び
た
び
討
議
を
か
さ
ね

て
き
ま
し
た
が
、
と
の
程
、
基

、

本

的

方

策

と

し

て

、

現

在

、

町

br'

内
各
地
区
で
自
主
的
な
盛
り
あ

径

前

が

n
で
結
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
愛

護
班
な
ら
び
に
子
供
会
の
活
動

を
育
成
強
化
し
て
ゆ
く
こ
と
に

P

な
り
ま
し
た
。

々

ヲ

叫

こ

う

し

た

組

織

を

通

じ

て

、

ジ

各

地

域

の

お

と

な

た

ち

が

、

手

十イ
l
山

を

つ

な

い

で

た

ち

あ

が

り

、

ぁ

主

和

の

子

も

、

こ

の

子

も

、

み

ん

占

ー

の

子

だ

と

い

う

深

い

愛

情

で

、

老

後

の

柱

国

民

年

金

加
入
手
続
は
す
み
ま
し
た
か

口
M

。

四
、
貸
付
利
率

指
定
金
融
機
関
の
慣
行
利
率

五
、
担
保
お
よ
び
保
証
人

指
定
金
融
機
関
の
定
め
る
方

法
に
よ
る
。

六
、
貸
付
方
法
お
よ
び
返
済
方

法指
定
金
融
機
関
の
定
め
る
方

法
に
よ
る
。

門
手
続
】

指
定
金
融
機
関
に
直
接
申
し

こ
ん
で
下
さ
い
。
(
指
定
金
委

機
関
は
、
伊
予
銀
行
本
支
底
、

愛
媛
相
互
銀
行
本
支
居
、
商
工

組
合
中
央
金
庫
松
山
支
庖
で
す

そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は

産
業
課
商
エ
係
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

。
第
三
国
観
光
研
究
論

文
を
募
集
し
て
い
ま

す
観
光
事
業
の
確
立
と
振
興
を

は
か
る
た
め
、
運
輸
省
な
ど
の

主
催
で
次
の
要
領
に
よ
り
論
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
主
催
】

運
輸
省
、
日
本
国
有
鉄
道
、

日
本
観
光
協
会
、
観
光
事
業
研

究
会【

後
援
】

日
本
船
舶
振
興
会
、
日
本
交

通
公
社
、
鉄
道
弘
済
会
、
朝
日

新
聞
社

【
主
題
】

V
地
域
経
済
に
お
け
る
観
光
事

業
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
の

実
証
的
研
究

V

観
光
に
関
す
る
事
業
の
経
営

に
つ
い
て
の
研
究

V

観
光
施
設
の
環
境
と
調
和
に

つ
い
て
の
研
究

V
観
光
欲
求
の
心
理
的
分
析
に

つ
い
て
の
研

V

わ
が
囲
観
光
事
業
に
占
め
る

国
鉄
の
役
割

(
以
上
の
中
か
ら
一
点
を
選

ぶ
こ
と
。
副
題
は
自
由
な
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
〉

【
原
稿
】

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
十
枚

以
内
、
他
に
二
枚
程
度
に
あ
ら

ま
し
を
添
付
し
、
住
所
、
氏
名

年
令
、
職
名
ま
た
は
学
校
名
を

記
入
の
こ
と
。

【
送
付
先
】

東
京
都
千
代
田
区
丸
ノ
内

三
ノ
四
日
本
交
通
協
会
ピ
ル

内
(
財
)
観
光
事
業
研
究
会
宛

【
締
切
】

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
末
日

門
審
査
員
】

経
済
学
博
士

農

学

。

医
学
、
が

今
野
源
八
郎

加

藤

誠

平

島

崎

敏

樹

主
催
者
側
委
員

【

賞

】

最
優
秀
賞

万
円
)

優
秀
賞

万
円
)

優
秀
賞

万
円
)

【
発
表
】

昭
和
三
十
九
年
二
月
下
旬

朝
日
新
聞
紙
上
お
よ
び
本
人
へ

通
知【

そ
の
他
】

応
募
さ
れ
た
論
文
は
厳
選
の

上
、
論
文
集
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
受
賞
論
文
は
「
観
光
研

究
」
誌
上
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
原
稿
は
返
え
し

ま
せ
ん
。

一
点
(
副
賞
十

一
席
(
副
賞
五

二
席
(
副
賞
三

。
家
庭
で
つ
く
っ
て
も

よ
い
果
実
酒
と
は

最
近
は
、
果
実
酒
を
つ
く
る

こ
と
が
盛
ん
で
、
と
と
に
梅
酒

は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
「
ぶ
ど
う
」
を
原

料
と
し
て
つ
く
る
「
ぶ
ど
う
酒

」
は
ま
だ
一
般
で
つ
〈
る
許
可

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
自
家
用
に
と
患
っ

て
つ
く
っ
て
も
、
す
ぐ
酒
税
法

違
反
に
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
試
験
的
に
つ
く
る
場

合
で
も
違
反
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
一
般
家
庭
で
つ
く
っ

て
も
よ
い
果
実
酒
は
?
と
い
い

ま
す
と
、
次
の
十
三
種
類
が
許

可
と
な
っ
て
い
ま
す
。

て
う
め
酒
二
、
ま
た
た
び

酒
三
、
い
ち
ど
酒
四
、
と

ち
酒
五
、
し
そ
溜
六
、
さ

る
な
し
酒
七
、
く
と
酒
八
、

く
わ
酒
九
、
な
つ
み
か
ん
酒

十
、
す
も
も
酒
十
つ
ぐ
み

酒

十

二

、

に

ん

に

く

酒

十

三
、
か
り
ん
酒

な
お
、
こ
れ
ら
の
果
実
酒
を

つ
く
る
場
合
は
、
し
よ
う
ち
ゅ

う
を
原
料
と
す
る
な
ど
の
必
要

な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

，号、

。
入
場
料
に
は
一
割
の

税
金
が
か
か
っ
て
い

ま
す

映
画
、
演
劇
、
演
芸
な
ど
の

入
場
料
金
に
は
一
割
に
相
当
す

る
税
金
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す

映
函
館
へ
行
き
、
入
場
券
を

買
っ
て
入
口
で
渡
し
ま
す
と
、

そ
の
半
券
を
切
取
っ
て
返
し
て

く
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
入
場
券
を
渡
す
よ

ラ
に
入
場
税
法
で
、
き
め
ら
れ

て
い
る
か
ち
で
す
。
と
の
よ
う

に
入
場
券
の
半
券
を
切
取
る
と

と
に
よ
っ
て
、
入
場
税
を
確
実

に
国
に
納
め
た
と
と
に
な
る
訳

で
す
。映

函
館
な
ど
へ
入
場
し
た
時

は
、
面
倒
だ
と
か
あ
る
い
は
貰

っ
て
も
、
な
ん
に
も
な
ら
な
い

な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
ず
に
、
半

券
は
必
ず
受
取
る
よ
う
に
致
し

ま
し
ょ
、
つ
。

八
V

納
期
は
八
月
三
十
一

日
で
す

事
業
税
-
一
期
分
の
納
期
は
、

八
月
三
十
一
日
で
す
。
是
非
と

も
紡
期
限
ま
で
に
も
よ
り
の
「

伊
予
銀
行
」
ま
た
は
、
「
郵
便

局
」
へ
払
い
こ
ん
で
下
さ
い
。

。
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

簡
易
保
険
加
入
者
の
皆
ち
ん

に
保
険
料
の
払
込
み
が
遅
れ
な

い
よ
う
呼
び
か
け
る
運
動
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
簡
易
保
険

は
、
加
入
者
個
人
の
生
活
保
障

に
直
接
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く

払
込
ま
れ
た
保
険
料
は
将
来
保

険
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
ま
で

は
公
共
的
な
施
設
の
た
め
に
融

資
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。
五

O
O
O万
件
に
の
ぼ

る
契
約
の
な
か
に
は
払
込
み
が

遅
れ
が
ち
と
な
る
も
の
も
あ
り

せ
っ
か
く
掛
け
て
こ
ら
れ
た
大

切
な
抑
奈
川
が
効
力
を
失
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
こ
の
機
会
に
保
険
料
の
遅
れ

を
取
り
戻
し
て
戴
く
よ
う
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
簡

易
保
険
は
月
掛
が
た
て
ま
え
で

す
が
、
一
ニ
ヶ
月
分
以
上
前
納
、

団
体
払
込
制
度
、
有
利
な
割
引

が
あ
り
ま
す
御
利
用
下
さ
い
。

l
長
浜
郵
便
局

l


